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1980年代より登場したテレビゲームは、既存の学術領域に収ま
らない程、現代のメディアとして私たちの日常に浸透している。
そのような現状において、本フォーラムの狙いは、テレビゲーム
における身体的経験、あるいは、そこから生み出される想像力が

いかなるものなのかを問うことにある。


